






【要約】

セルロプラスミンの測定をウィルソン病のマススクリーニングとして実施するとした場合

の問題点につき検討した。方法は、秋田県内 3 箇所の病院において、6 ヶ月から 5 歳の小

児 87 例およびウィルソン病患児 2 例を対象にし採血した。静脈採血し、熊本大学方式な

らびに東邦大学方式による ELISA 法にて、セルロプラスミンを測定した。一方各大学に検

体を輸送し測定を依頼した。以上より、採血に関する問題点と、測定上の問題点にっき検

討した。(1)乳児健診での採血には人員の確保が困難であった。特に静脈採血は困難であ

った。(2)マイクロキャピラリー採血では約 8%の検体で採血量に誤差がでた。(3)各大学

測定値と相関が低く、手技に熟練を要した。(4)血清の希釈と検体の添加に時間を要した。

(5)いずれの測定系でもウィルソン病患児はセルロプラスミン値が極端に低く、今回の測

定対象者にウィルソン病を疑われる例はなかった。ウィルソン病マススクリーニングの実

施には、採血を健診にどのように取り入れるかが問題であった。


